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多くの透析患者の体力や筋力は健常者に比べ著しく低下してお

り、近年、運動がこれらに好影響を与えることが報告されている。

透析患者に運動を奨励し、継続を促す上で、その効果をどのよう

に評価するかは重要な課題である。

今回、血液透析患者の運動と、各種身体計測値、QOLとの関連

について検討したので報告する。

はじめに



血液透析患者における運動と身体計測値、QOLとの関

連性を検討する。

目的

❖SF-36v2のアンケート調査が可能であった

外来血液透析患者42名

❖男/女：29/13
❖平均年齢：68.3±11.4才

❖平均透析歴：6.0±6.1年 （平均値±Ｓ.Ｄ）

対象



対象患者に対し、SF-36v2の自己記録式アンケート及び

運動についての聞き取り調査、身体計測(身長、体重、BMI、

下腿周囲長、上腕周囲長、上腕三頭筋

皮下脂肪厚、握力、ピンチ力)を行い、以下のとおり

検討した。

１）運動時間20分未満、20分以上/日の

二群間におけるQOL指標(SF-36)の比較

２）身体計測値、運動時間とQOL指標(SF-36)

の相関性

➣統計処理：Mann-Whitney U testおよび単回帰分析

方法



3つのコンポーネントのそれぞれのサマリースコアを、「身体的側面のQOLサマリースコア（Physical component 
summary: PCS）」、「精神的側面のQOLサマリースコア（Mental component summary: MCS）」、「役割／社会
的側面のQOLサマリースコア（Role/Social component summary: RCS）」

SF36v2の略語説明



運動時間20分未満、以上/日の二群間における

各種QOL指標の比較
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下腿周囲/ＤＷとPFの相関性
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結果のまとめ

運動時間20分/日未満、 20分/日以上の二群比較
１）QOL指標

PF、RE、PCS値は、後者で有意に高かった。

GH、VT、RCS値は、後者で高い傾向にあった。

２）各種身体計測値

二群間に有意差を認めなかった。（Data not shown）

QOL指標、運動時間、身体計測値の相関性
1） QOL指標と各種身体計測値

下腿周囲/DWは、PF、RPと正相関を認めた。

握力、ピンチ力は、PF との正相関を認めた。

2） QOL指標と運動時間(分)/日

運動時間は、PF、RＥとの正相関を認めた。

3） 運動時間(分)/日と各種身体計測値

有意な相関を認めなかった。（Data not shown）



今回の検討結果から、血液透析患者における

運動は、身体計測値ではなくQOLの視点から

評価できる可能性が示唆される。

今後は、運動時間・内容・有効性について

も検討を行い、より安全で効果的な運動の奨

励が必要と思われる。

考察



結語

血液透析患者の運動は、QOLの視点から評

価できる可能性があった。


